
オープンサイエンス

Open science and copyrights law

と
著作権

NIMS Library x Materials Informatics(MI2I) 共催オープンセミナー

1.82016. FRI.

並木地区 WPI-MANA棟１階オーディトリアム

Auditorium in Namiki WPI-MANA Bldg. 
NIMS Namiki site, 1-1 Namiki, Tsukuba, Ibaraki

茨城県つくば市並木 1-1 

3:30 - 5:00 PM

いよいよ日本にもオープンサイエンスという言葉が漂着．論文発表の方法としてオープンアクセスという選択肢を
ようやくに理解しかけたところで、ではどのように研究資金の中で論文出版費を拠出管理するのかという日常の中
で、科学の進め方そのものを公にするオープンサイエンスとはどういうことを意味するのでしょうか．昨春に内閣
府が発表した国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する報告書「サイエンスの新たな飛躍の時代の幕開け
／ Promoting Open Science in Japan -Opening up a new era for the advancement of Science」、その具現化へ向け
たフォローアップに関わるお二人を講師に迎え、私たち研究者は何をすれば良いのか－という素朴な疑問に答えて
いただきます。研究に関わる様々な立場の方の参集をお待ちしています．
※講演は日本語で行います　Lectures are in Japanese but questions in English are welcome.

RegisterNOW参加無料：要事前登録
FREE Admission, Pre-registration by E-mail Required

kagaku@ml.nims.go.jp
科学情報室 Scienti�c Information O�ce

主 催 企画部門科学情報室／情報統合型物質・材料開発イニシアティブ（MI2I）

講演１
なぜオープンサイエンスか－日本として、そして科学の将来に向けて
Open Science ‒ a vision of future of science policy in Japan

真子 博

講演２
オープンサイエンスに必要となる著作権知識－論文の著作権と研究データ
Use of copyrights of research articles and data towards open science

末吉 亙
内閣府 政策統括官（科学技術・イノベーション担当）付 参事官補佐（国際 総括） 潮見坂綜合法律事務所 弁護士


